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毎月1日号は参加募集やお知らせ記事を中心に、15日号は取材記事を中心に掲載しています。
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TEL 833-4307　FAX 846-2864 早良区企画課編　集

１０月３１日は市県民税第３期の納期限です 遅れないように納付しましょう。 市税の納付は便利な口座振替にしませんか。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  区納税課（☎833-4316q841-2185）
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第6回 木の葉祭10
  26（日）

く
の
農
村
や
漁
村
か
ら
西
新
商

店
街
の
道
の
真
ん
中
に
、
リ
ヤ

カ
ー
で
特
産
品
を
売
り
に
き
よ

っ
た
と
よ
」。

　

西
新
の
近
く
、
姪
浜
や
鳥
飼

に
は
昭
和　

年
代
ま
で
炭
鉱
が

３０

あ
り
ま
し
た
。「
石
炭
掘
り

は
、
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て

き
つ
か
ー
仕
事
。
や
け
ん
、
弁

当
の
お
か
ず
に
塩
ク
ジ
ラ
が
一

番
よ
か
っ
た
と
ー
」。
つ
ま
り
、

塩
分
と
タ
ン
パ
ク
質
の
補
給
に

最
適
だ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　

「
ね
ー
し
ゃ
ん
、
ク
ジ
ラ
は

な
か
ね
？
」「
あ
る
よ
ー
、
塩

ク
ジ
ラ
や
け
ど
・
・
」
と
い
う

や
り
と
り
の
あ
と
、「
赤
肉
１

斤
（
６
０
０
㌘
）、
脂
身
半
斤

（
３
０
０
㌘
）」
と
い
う
具
合

に
、
量
り
売
り
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
炭
坑
作
業
員
が
ひ
っ
き
り

な
し
に
買
い
に
来
た
と
い
い
ま

す
。

　

リ
ヤ
カ
ー
の
ク
ジ
ラ
は
連

日
、
炭
坑
作
業
員
は
も
ち
ろ

ん
、
遠
方
か
ら
も
な
じ
み
客
が

や
っ
て
来
て
買
い
求
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
い
つ
の
日

か
ら
か
「
リ
ヤ
カ
ー
の
ク
ジ
ラ

売
り
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。（
博
物
館
学

芸
員　

鳥
巣
京
一
）

　

西
新
に
、
リ
ヤ
カ
ー
の
ク

ジ
ラ
売
り
が
い
ま
し
た
。
こ

の
ク
ジ
ラ
売
り
が
い
つ
ご
ろ

始
ま
っ
た
の
か
、
今
か
ら　
２０

年
ほ
ど
前
に
聞
き
取
り
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
戦
後
は
ひ
ど
か
ー
食
糧

難
で
、
今
み
た
い
に
一
家
に

一
台
自
動
車
が
あ
る
わ
け
で

も
な
か
ー
」。
そ
こ
で
、「
ご

っ
つ
い
自
転
車
の
荷
台
に
リ

ヤ
カ
ー
を
く
く
り
つ
け
、
近 西新のクジラ売り

第五話

歴史のソムリエ

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

が
公
民
館
や
集
会
所
に
集
い
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も

に
楽
し
く
過
ご
す
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
が
区
内
の　

か
所
で

４３

開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

脇
山
公
民
館
で
月
１
回
開
い

て
い
る
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
し

ゃ
く
な
げ
会
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア　

人
で
運
営
。
参
加
者
の

１８

ほ
と
ん
ど
が
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
で
、
９
月　

日
に
は
、
一

２２

緒
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
や
折

り
紙
な
ど
を
し
て
過
ご
し
ま
し

た
。「
こ
こ
に
来
る
の
が
い

つ
も
楽
し
み
。
脇
山
に
住
ん

で
い
て
よ
か
っ
た
」
と
、
参

加
者
の
鶴
田 
守  
成 
さ
ん（　

）

も
り 
し
げ

８３

は
目
を
細
め
ま
す
。

　

５
年
前
か
ら
サ
ロ
ン
に
か

か
わ
っ
て
い
る 
馬  
男  
木 
明
代

ま 

な 

ぎ

さ
ん（　

）は
「
高
齢
者
と
接

４５

す
る
中
で
、
物
を
大
事
に
す

る
こ
と
や
、
人
と
う
ま
く
付

き
合
う
こ
と
な
ど
が
自
然
と

身
に
付
き
、
家
庭
で
子
ど
も

に
も
伝
え
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

楽しくふれあう鶴田さん（左）とボランティア
　

「
博
多
あ
ん
（
安
全
）・
あ
ん

（
安
心
）
リ
ー
ダ
ー
会
」
は
、

防
災
に
関
す
る
住
民
の
知
識
や

技
術
を
高
め
る
活
動
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

同
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
地

域
防
災
の
担
い
手
を
養
成
す

る
講
座
「
博
多
あ
ん
・
あ
ん

塾
」（
市
・
読
売
新
聞
西
部

本
社
共
催
）
を
修
了
し
た
１

４
３
人
の
防
災
士
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
９
月　

日
に

２１

は
、
区
内
に
住
む
メ
ン
バ
ー

ら　

人
が
、
早
良
校
区
で
行

２５

わ
れ
た
「
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」

の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
出
向

き
、「
地
域
の
防
災
力
と

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
で
す
」
と
力
強
く
訴
え
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
進
行
役
を
務
め

た
竹
下
裕
一
さ
ん（　

）は
、

３７

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
活

動
を
続
け
ら
れ
る
の
は
、
同

じ
目
標
を
持
つ
仲
間
が
い
る

か
ら
で
す
」
と
さ
わ
や
か
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

寒
刊

苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅

　

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活

動
）
法
人 

」
は
、

市
内
の
大
学
生
と
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
役
の
社
会
人
で
構
成
さ
れ

た
約　

人
の
団
体
で
す
。

８０

　

地
域
で
古
紙
や
空
き
缶
を
回

収
す
る
手
伝
い
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
、
放
課
後
の
児
童
の

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　
'Ｓ

見
守
り
と
い
っ
た
活
動
を
続

け
て
６
年
目
。　

月
５
日
に

１０

西
新
商
店
街
で
行
わ
れ
た

「 
勝  
鷹 
夢
ま
つ
り
」
で
は
、

か
つ 
た
か

企
画
や
清
掃
に
協
力
し
、
地

域
に
密
着
し
た
学
生
ら
の
活

動
と
し
て
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

代
表
の
加
藤 
幸  
之  
助 
さ
ん

こ
う 
の 
す
け

は
、「
地
域
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
と
と
も
に
、
や
り
が
い

や
責
任
感
を
感
じ
て
い
ま

す
」。
若
さ
と
行
動
力
が
持

ち
味
の
メ
ン
バ
ー
は
、
盛
ん

に
活
動
し
て
い
る
様
子
で
し

た
。

力を合わせてきれいな街に。
前列右端が加藤さん

塩クジラは乾物と一緒に今も
売られています

災害図上訓練（DIG）を行う参加者と竹下さん（左）

同じ思いの仲間と楽しみながら

災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
す

博
多
あ
ん
・
あ
ん
リ
ー
ダ
ー
会

高
齢
者
が
地
域
で
楽
し
く
交
流

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン　
し
ゃ
く
な
げ
会

人生の先輩に大切なこと学べる場

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
学
生
ら
が
活
躍

N
P
O
法
人　

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　
'S

気軽に始めよう ボランティアボランティア
 「ボランティア」という言葉を聞いて、「忙しい自分には縁
がない」と考える人がいるかもしれません。ボランティア活
動には決められた形はなく、誰もが自分のペースで参加で
きます。区内でも多くの団体が活動しており、その一部を紹
介します。皆さんも活動の第一歩を踏み出してみませんか。

識
竺

鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫

識
竺

鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫

Ｑ　どんな活動をするの？
Ａ　今回紹介した高齢者福祉、防災、
清掃活動のほか、子ども育成、緑化、
防犯、催しの企画、観光案内など、活
動のチャンスは数多くあります。
Ｑ　大変そう。長続きできるかしら？
Ａ　活動の頻度や場所など、自分が無
理なく活動できる範囲を決めておけ
ば、気負わず続けられるようです。
Ｑ　やってみたいけど、どうしたらい
いの？
Ａ　「市ＮＰＯ・ボランティア交流セ
ンターあすみん（☎７２４崖４８０１  $q$ ７２４崖
４９０１）」では、ボランティアに関する
相談に随時対応。１１月１６日日には、さ
まざまな団体の活動を紹介する「あ
すみん祭り」を開催します。
　福祉活動に関しては「区ボランテ
ィアセンター（☎８３２崖７３８３  $q$ ８３２崖
７３８２）」の活用
を。１１月２９日
土には「ボラ
ンティア入門
講座」を開催
します。

ボランティアＱ&Ａ

　よりよい介護を続けるために日帰り旅行
でリフレッシュしませんか。 $w$ １１月２６日蝃
午前１０時～午後4時 $t$ 天拝の郷（筑紫野市、
集合解散は区役所） $a$ 区内に住み、要支援
以上の家族を自宅で介護している人 $o$ 先
着１５人 $y$ １,５００円 $e$ 区社会福祉協議会（☎
８３２崖７３８３ $q$ ８３２崖７３８２） $p$ 電話かファクス、
はがき（〒８１４崖０００６百道一丁目1崖1UMIBE
ビル1階）に住所、氏名（ふりがな）、電話番
号、年齢、要介護者との間柄、要介護者の年
齢と要介護状態区分、過去の参加の有無を
書いて１１月7日金（必着）までに同会へ。

　過疎化が進む板屋地区の活性化を図る
ため、知的障がい者更生施設「板屋学園」
と、背振少年自然の家などが開催。 $w$ １０
月２６日日午前１０時～午後4時（雨天決行） 
$t$ 背振少年自然の家 $y$ 無料 $e$ 木の葉祭
事務局（板屋学園☎８０４崖７６７７ $q$ ８０４崖７６７８）
【内容】コンサート、パネル展示、野菜や農
産加工品の販売、山歩き・樹木調べ、クラ
フト教室、抽選会など【送迎】脇山小学校
バス停前と西鉄那珂川営業所前（各駐車
場あり）から無料シャトルバスを運行。

　運動や栄養などについて学びます。 $w$ １１
月6日蝄、１３日蝄、２７日蝄、１２月２５日蝄、平成
２１年1月２２日蝄の午前１０時～正午、全5回 
$t$ 早良保健所 $a$ 主治医から運動について
制限を受けていない６５歳以上で、全回出席
できる人 $o$ 先着３０人 $y$ 無料 $d$ 動きやすい
服装、飲み物、タオル $e$ 区地域保健福祉課
（☎８３３崖４３６３ $q$ ８４６崖８４２８） $p$ １０月１５日蝃から
電話かファクスで同課へ。

 $w$ 下表のとおり、午後7時～9時（１２月7日
は午後1時半～4時半）全5回 $t$ 早良市民セ
ンターほか $a$ 市内に住むか通勤・通学し、
全回出席できる人 $o$ 抽選で４０人 $y$ １,０００円 
$s$ 6か月～就学前 $e$ 区地域振興課（☎８３３崖
４４１２ $q$ ８３１崖２３５５） $p$ 電話かはがき（〒８１４崖
０００６百道二丁目2崖1）、ファクス、メール（t崖 
shinko.SWO@city.fukuoka.lg.jp）に住
所、氏名、年齢、性別、電話番号、託児の有無
を書いて１０月３１日金（必着）までに同課へ。

在宅介護者のつどい　バスハイク

転ばない体づくり教室

市民企画講座　これであなたも「食」名人

内　　　容日　程
健康で安全な食生活とは１１／１４金
食べ残しの実態と生ごみ処理１１／２１金
地産地消、伝統料理のレシピ１１／２８金
地元食材を使った調理実習１２／７日
学びのまとめと今後の展望１２／１２金

若さと行動力で活動広がる

グ

リ

ー

ン

ズ


